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カンボジアにおけるHIV/AIDS流行の疫学的特徴

CSWを対象とした血清疫学的調査
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目的　本研究は，カンボジアのCSWs（Commercial Sex Workers）を対象に，質問調査から得ら

れた情報と血清学的な情報とを分析することにより，同国のCSWsにおけるHIV/AIDS

（Human Immunodeficiency Virus/Acquired Immunodeficiency Syndrome）流行の疫学的特徴

を記述することを目的とした横断研究である。本論文では，主に，血清学的検査の分析結果

について報告を行う。

調査方法　カンボジア北西部の2つの都市SisophonとPoi Petにて，CSWs296人を対象に，問

診票による行動疫学調査と，採血を同時に施行した。採取された血液に対して，HIV抗体，

TPHA，B型肝炎ウイルス関連抗原・抗体，クラミジア・トラコマティスIgG抗体について

の検査を行った。また，得られた結果から，HIV感染と他のSTD（Sexually Transmitted

Disease）感染との関連性についての分析を行った。

結果　CSWs296人中，HIV抗体陽性者は130人（43.9％）であった。またクラミジア・トラコ

マティスIgG抗体陽性者は217人（73.3％）であり，CSWsにおけるクラミジア・トラコマ

ティス感染の広がりが明らかになった。また，クラミジア・トラコマティスlgG抗体陽性

者のHIV抗体陽性に対するオッズ比は5.33（95％信頼区間：2.82-10.07）であり，クラミジ

ア・トラコマティス感染とHIV感染の強い関連性が示唆された。

結論　カンボジアのCSWsにおけるHIV感染の広がりには，クラミジア・トラコマティスが大

きく関与していることが示唆された。その他のSTDについても関与している可能性は考え

られ，速やかなSTD予防対策の確立が求められる。
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